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移
管
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
二
条
通
敷
設
の
た
め
に
、
元
の
位
置
か
ら
南
側
へ
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
現
在
地
へ
と
移
築
さ
れ
た
。
そ

の
後
何
度
か
移
転
問
題
が
現
れ
て
は
消
え
た
が
、
い
ま
や
市
民
に
親
し
ま
れ
る
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
北
海
道
大
学

誕
生
の
地
と
し
て
、
札
幌
農
学
校
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス
の
痕
跡
を
残
す
唯
一
の
記
憶
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
章

北
八
条
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誕
生

（
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
第
Ⅰ
期
）

一
九
〇
三
〜
一
九
一
八
年

本
章
で
対
象
と
す
る
、
後
期
札
幌
農
学
校
お
よ
び
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
時
代
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
先
に
越
野
武
に
よ
る
詳
細

な
報
告
が
あ
り
（
前
掲
越
野
論
文
）、
諸
建
築
の
概
要
に
と
ど
ま
ら
ず
、
設
計
者
や
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
つ
い
て
の
考
察
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
の
暫
く
後
に
、
北
海
道
大
学
事
務
局
の
図
面
倉
庫
よ
り
、
こ
の
期
間
の
諸
建
築
に
関
連
す
る
建
築
一
件

書
類
が
発
見
さ
れ
た
。
建
築
一
件
書
類
と
は
、
建
築
工
事
に
関
わ
る
入
札
・
落
札
な
ど
の
契
約
関
係
書
類
、
仕
様
書
、
積
算
書
な
ど
の

簿
冊
の
ほ
か
に
設
計
図
面
も
含
ん
だ
一
連
の
書
類
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
り
、
設
計
母
体
で
あ
る
文
部
大
臣
官
房
建
築
掛
札

幌
出
張
所
と
本
省
と
の
関
連
、
入
札
お
よ
び
落
札
の
様
子
、
施
工
者
、
各
建
築
の
細
部
意
匠
、
仕
様
変
更
の
様
子
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
先
の
報
告
と
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
も
鑑
み
て
、
新
規
発
見
史
料
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
紹
介
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
き
、
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
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第
一
節

キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
と
校
舎
建
築
の
経
緯

こ
れ
ま
で
、
札
幌
農
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
北
一
条
か
ら
北
八
条
へ
移
転
し
た
の
は
、
敷
地
の
狭
隘
、
施
設
の
老
朽
化
が
理
由
と
さ

れ
て
き
た
。
事
実
、
当
時
の
新
聞
記
事
に
も
「
元
来
同
校
舎
は
二
十
余
年
前
黒
田
開
拓
使
長
官
の
時
代
に
創
設
せ
し
も
の
に
て
漸
次
朽

（
マ
マ
）

敗
に
傾
く
と
教
室
の
構
造
配
置
等
に
於
て
も
兎
角
欠
点
多
く
到
底
今
日
の
高
等
学
術
研
究
所
と
し
て
は
不
完
全
」（『
北
海
道
毎
日
新

聞
』
一
八
九
八
年
九
月
二
十
七
日
「
札
幌
農
学
校
新
築
の
計
画
」）
と
あ
る
。
し
か
し
、
九
八
年
十
二
月
十
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員

会
の
答
弁
で
は
、
農
場
が
近
接
し
て
い
な
い
こ
と
、
市
区
改
正
に
よ
り
学
校
敷
地
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
（『
北
海
道
毎
日
新
聞
』
九
八
年
十
二
月
二
十
一
日
「
農
学
校
改
築
費
」）。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
を
可

能
と
し
た
の
は
、
八
七
年
に
北
海
道
庁
よ
り
旧
札
幌
育
種
場
敷
地
（p.a.290

）
の
移
管
を
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
敷
地
は
、
札

幌
農
学
校
が
所
有
す
る
農
黌
園
（
後
の
第
二
農
場
）
敷
地
に
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
を
挟
ん
で
西
に
隣
接
し
た
。
二
九
万
三
六
四
九
坪
余

の
地
積
な
ら
び
に
競
馬
場
の
ト
ラ
ッ
ク
（p.a.292

）
や
育
種
場
諸
施
設
を
有
し
、
九
五
年
に
第
一
農
場
と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九
八
年
九
月
の
新
聞
記
事
に
は
「
其
費
額
は
総
て
三
十
余
万
円
な
り
と
校
舎
は
石
造
木
造
の
二
様
に
し
て
農
学
教
室
及
図
書
館
は
石
造

（
マ
マ
）

に
農
政
、
農
業
経
済
及
昆
虫
学
の
教
室
は
木
造
と
な
し
共
に
同
校
附
属
農
園
内
（
偕
楽
園
裏
手
）
に
造
築
し
植
物
学
動
物
学
教
室
は
木

造
に
て
当
時
の
博
物
館
構
内
植
物
研
究
場
辺
に
設
立
せ
ら
る
ゝ
事
な
ら
ん
と
云
」（『
北
海
道
毎
日
新
聞
』
九
八
年
九
月
二
十
七
日
「
札

幌
農
学
校
新
築
の
計
画
」）
と
あ
り
、
敷
地
は
「
偕
楽
園
裏
」
と
い
う
表
現
か
ら
第
一
農
場
内
で
、
木
造
と
石
造
の
建
築
が
予
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
翌
年
五
月
に
寺
田
文
部
書
記
官
が
来
札
し
た
際
に
も
、「
敷
地
検
定
に
就
て
は
最
も
困
難
す
る
処
あ

り
其
の
結
果
建
造
の
位
置
は
第
一
農
場
中
最
も
高
燥
広
濶
な
り
現
今
の
果
樹
園
近
傍
旧
競
馬
場
の
跡
に
し
て
」（『
北
海
道
毎
日
新
聞
』

九
九
年
五
月
十
三
日
「
札
幌
農
学
校
の
新
築
工
事
」）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
新
校
舎
の
建
築
予
定
地
は
第
一
農
場
を
前
提
に
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
総
敷
地
面
積
は
四
五
〇
〇
坪
五
合
、
総
額
二
五
万
七
九
一
〇
円
を
予
定
し
て
い
た
（
表
４－

１
）。
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前
年
、
博
物
館
（
後
の
植
物
園
）
構
内
に
建
築
を
予
定
し
て
い
た
動
植
物
学
教
室
は
、
構
内
の
起
伏
が
は
げ
し
く
、
建
設
適
当
地
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
の
規
模
拡
張
も
考
慮
し
て
、
他
の
教
室
と
同
じ
く
第
一
農
場
内
に
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
北
海
道
毎

日
新
聞
』
九
九
年
七
月
五
日
「
農
学
校
建
築
彙
聞
」）。

一
八
九
九
年
六
月
十
三
日
の
起
工
式
を
報
じ
た
新
聞
記
事
（『
北
海
道
毎
日
新
聞
』
九
九
年
六
月
十
四
日
「
改
築
起
工
式
挙
行
」）
に

縄
張
り
図
（
図
４－

１
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
お
お
よ
そ
の
建
物
配
置
・
規
模
、
道
路
の
様
子
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

金額（円）
４４，８０５
４４，９９０
２９，１１０
２８，９５０
２８，３３９
１６，５００
１９，５２０
１２，４２０
１１，４２０
７，０００
１４，４７６
１，６８０

１８，０００
４，５３９
３，５００

改 築 費 目
寄宿舎建築費
農学校教室建築費
動植物学教室建築費
理化学及地質学教室建築費
温度及瓦斯製造所建築費
寄宿舎附属暖房器費
図書館建築費
昆虫学及養蚕学教室建築費
大講堂建築費
体操場建築費
農業経済学森林学教室建築費
博物館事務所建築費
外に
瓦斯製造器一式価額
教室其他瓦斯管布設費
講堂演武場等引据費

圖解 イ 地鎭祭場、ロ 祓處、ハ 奏樂席、ニ 幄舍並�饌調理所、
ホ 職員席、ヘ 學生々徒席、ト 來賓席、チ 來賓會食堂

表４－１ 新築予定建物一覧

「札幌農学校の新築工事」『北海道毎日新聞』１８９９年５月１３日より作成。

図４－１ 札幌農学校縄張りの図
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る
。
こ
の
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
日
縄
張
り
の
で
き
た

も
の
だ
け
で
、
こ
の
他
大
講
堂
、
図
書
館
、
寄
宿
舎
な
ど
の
諸
施

設
は
こ
こ
か
ら
北
東
の
位
置
に
建
築
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
実
際

に
建
築
さ
れ
た
各
建
物
の
位
置
（p.a.015

）
を
、
こ
の
縄
張
り
図

と
比
較
す
る
と
、
農
学
教
室
の
み
が
一
致
し
、
他
の
教
室
は
ま
っ

た
く
異
な
る
配
置
を
と
り
、
縄
張
り
の
敷
地
寸
法
と
実
際
に
建
築

さ
れ
た
教
室
の
規
模
も
相
違
点
が
著
し
い
。
た
だ
、
長
さ
一
〇
〇

間
、
幅
五
間
の
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
合
う
教
室
の
組
合
わ
せ
や
、

そ
の
南
北
の
位
置
に
つ
い
て
は
同
じ
構
成
を
し
て
い
る
。「
札
幌

農
学
校
改
築
教
室
予
定
図
」（
図
４－
２
）
と
題
さ
れ
た
鳥
瞰
図

を
見
る
と
、
当
初
こ
こ
に
配
置
予
定
の
な
い
図
書
館
と
大
講
堂
が

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
軸
を
構
成
す
る
一
対
と
し
て
象
徴
的
に
描
か

れ
て
い
る
。
起
工
式
の
時
点
で
は
、
あ
く
ま
で
大
枠
の
計
画
が
な

さ
れ
た
の
み
で
、
実
際
の
設
計
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、
再
度
、

諸
施
設
の
規
模
な
ら
び
に
配
置
が
決
定
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。建

築
一
件
書
類
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
各
建
築
の
工
事
詳
細
に

つ
い
て
は
、
表
４－

２
に
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
主

要
建
築
に
つ
い
て
工
事
状
況
の
流
れ
を
追
う
と
と
も
に
、
設
計
者

図４－２ 札幌農学校改築教室予定図
（札幌農学校学芸会編『札幌農学校』１８９９年所載）
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竣工年月日

明治３４年６月１５日

明治３４年６月１５日

明治３４年１２月３日

明治３４年１１月３日

明治３５年１２月９日

明治３６年１１月１０日

明治３６年１１月１３日

明治３６年１２月９日

明治３６年１２月１０日

明治３７年１０月１０日

明治３９年１２月
明治４０年１０月３０日
明治４０年１１月１０日
明治４１年３月３１日
明治４１年８月３１日

明治４２年４月３０日

明治４２年６月１４日

明治４２年１２月１０日

明治４２年１１月２４日

明治４２年１１月２４日
明治４２年１１月２５日
明治４４年７月３０日
大正元年１０月３１日

大正２年１１月２３日

大正２年９月２２日

大正３年１２月２０日

大正５年１月２５日
大正５年２月２０日
大正５年３月３１日
大正５年８月１６日
大正５年１２月２０日

竣工予定年月日

―

明治３４年９月１８日

明治３５年２月２４日

明治３５年３月２５日
明治３６年５月１日
／明治３６年４月１
日

明治３６年１２月１９日

明治３６年１２月６日

明治３７年２月２１日

明治３６年１２月３０日

明治３７年１０月１０日

明治４０年１１月１０日

明治４２年４月３０日

明治４２年７月３１日

明治４１年１２月３１日

明治４２年１１月３０日

明治４２年１２月２５日
明治４２年１１月３０日
明治４４年６月３０日
大正元年１０月３１日

―

―

―
―
―

起工年月日

―

明治３３年８月７日

明治３４年５月１日

明治３４年６月１日

明治３５年７月５日

明治３６年６月３日

明治３６年６月１０日

明治３６年８月２６日

明治３６年９月２日

明治３７年７月３日

明治４０年７月１３日

明治４０年１０月２日

明治４１年９月１９日

明治４１年９月１９日

明治４１年９月１９日

明治４２年５月２８日

明治４２年７月８日
明治４２年９月２８日
明治４４年５月１２日
大正元年８月２２日

大正２年７月２７日

大正３年５月２８日

大正４年６月１８日

工事請負金額

１，８１８円００

４，０５１４円６５

１９，４００円００

２０，４２０円００

４０，５１９円４８８

３３，７００円００

６，２３６円００

８，３８５円００

３，５９５円００

４，９３０円００

４，９９９円００

３，６４４円８８

２０，５５０円００

６，１００円００

２８，６８７円００

２５，０５０円００
１，９２０円００
５２０円００
１，５３７円００

１２，４２０円００

３８，４７０円００

２１，６４０円００

工事予定金額

１，６２０円００

４０，５３０円８４

２０，５６５円９６

２０，６２３円９１

４０，５１９円４８８

３３，７０９円７２

随意契約

９，８９６円９８

３，６００円９０

５，２０４円６１５

５，０２３円５７

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約
１，９４８円００
５５０円００
１，５４０円００

１１，８７３円００

７４０円００

３９，３５８円４５

２１，６５９円１０

日一覧（事務局施設部蔵、建築一件書類を基礎資料に作成）

事件名欄と主要建築欄で建築名称が異なるのは、竣工後に名称が変わったため。
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請負人

森田宇吉郎

阿部 幣治

庄司 惣助

阿部 幣治

阿部 幣治

大倉 粂馬
（中田虎象）

中田 虎象

篠原要次郎

大倉 粂馬
（中田虎象）

大島喜一郎

不明
不明

篠原要次郎
不明
不明

新開新太郎

新開新太郎

新開新太郎

新開新太郎

新開新太郎
大星 三松
新開新太郎
新開新太郎

大星 三松

大星 三松

大星 鶴松

大星 三松
不明

主 要 建 築
博物館附属事務室（木１）

農学教室（木２）・附属温室・附属グ
ラスハウス・附属舎
農業経済学及農政学教室（木１）／昆
虫学及養蚕学教室（木１）
動植物学教室（木２）
農芸化学教室（木１）・附属窒素定量
室／動植物学教室附属植物�葉室
（煉２）／図書館読書室（木１）・書庫
（煉２）
寄宿舎（木２）・附属家・舎監室・食
堂・賄所

煖房汽罐室（煉１）

雨天体操場（木１）・寄宿舎附属煖房
汽罐室

瓦斯製造所（煉１）

正門（煉）・鉄柵／中門（木）・木柵／門
衛所（木１）
水産学教室（木２）
水産化学実験室（木１）
水産科忍路臨海実習室（木２一部１）
水産実習室（木２一部１）
予科及実科教室（木１）

農学科硝子室（鉄１）・附属釜場

農芸化学教室（木１）・土壌分析室釜
場・同附属分析室

予科及実科教室附属学生控所兼体
操場（木１）
林学教室（木２）・林産製造及森林化
学実験室薬品倉庫・標本倉庫・造林
実習室
畜産学教室（木１）・同附属屋
植物園門（木）・柵
植物園門衛所（木１）
事務所修繕

水産学教室増築

暖房汽罐室増築
植物学温室（木１）／動植物教室植物
学実験室（木１）／畜産学附属乾燥室
／解剖室／小家畜病室／皮革製造室／
畜産学及獣医学教室増築／畜産学
附属蹄鉄及検畜所増築／畜産学附
属瓦斯発生室移転
昆虫飼育室（木１）
林学実習室（木２）
応用菌学教室（木１）
札幌同窓会館（木２）
中央講堂（木２）

工 事 件 名
博物館附属事務室一棟新築工事

農学教室新築工事

経済学及森林学教室並昆虫学及養
蚕学教室新築工事
動植物学教室新築工事

理化学及地質学教室・動物学教室
附属植物�葉室・図書館書庫及読
書室及渡廊下新築工事

寄宿舎及同附属屋新築工事

教室煖房汽関室煙突煙道並煖房管
溝新設工事

雨天体操場外五棟新築工事

瓦斯製造所新築工事

正門及鉄柵並ニ木柵新設外十一廉
工事
水産学教室新築工事※
水産化学実験室新築工事※
水産科臨海実習室外一棟新築工事
水産実習室新築工事※
予科及実科教室新築工事※

農学科硝子室新築工事

農芸化学教室及土壌分析室釜場外
三棟新築工事

予科及実科教室附属学生控所兼体
操場並便所渡廊下新築工事

林学教室及附属家新築工事

畜産学教室及附属家新築工事
植物園門及柵修繕工事
植物園門衛所新営工事
事務所修繕工事

水産学科実験室増築並模様替及暖
房汽罐室増築工事

畜産学及獣並同附属建物外六廉増
築及新営並移転工事

林学実習室外参廉新営工事

札幌同窓会館新築工事※
中央講堂新築工事※

年 度

明治３３年度
明治３３
～３４年度

明治３４年度

明治３４年度

明治３５年度

明治３６年度

明治３６年度

明治３６年度

明治３６年度

明治３７年度

明治３９年度
明治４０年度
明治４０年度
明治４０年度
明治４１年度
明治４１
～４２年度

明治４１
～４２年度

明治４１
～４２年度

明治４２年度

明治４２年度
明治４２年度
明治４４年度
大正元年度

大正２年度

大正３年度

大正４年度

大正５年度
大正５年度

札
幌
農
学
校

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

表４－２ １９００（明治３３）～１９１７（大正６）年の各建築工事請負人・工事金額・各期

註：表中「―」は契約簿書に未記載のため。工事件名に※を付しているのものは工事関連簿書が所在不明。工
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な
ら
び
に
設
計
変
更
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

農
学
教
室
（p.a.016

）
で
は
、
入
札
以
前
に
文
部
省
よ
り
札
幌
出
張
所
に
対
し
て
設
計
変
更
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。
内
容
は
、
農
学

教
室
は
各
校
舎
の
中
で
最
も
主
眼
を
置
く
施
設
で
あ
る
の
で
、
会
議
室
、
宿
直
室
、
応
接
室
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
安
全
上
の
問
題
か
ら
、
左
右
階
段
に
加
え
、
中
央
に
階
段
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
〇
一
年
四
月
十
八
日
に
札
幌
市

街
で
起
こ
っ
た
火
災
に
よ
り
、
工
事
途
中
で
建
具
の
大
半
を
焼
失
し
た
が
、
工
事
は
順
調
に
進
行
し
、
予
定
よ
り
三
カ
月
早
く
竣
工
し

た
。
現
存
す
る
設
計
図
面
（p.a.017

）
は
烏
口
で
精
緻
に
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
墨
汁
に
よ
る
陰
影
が
施
さ
れ
て
い
る
。
捺
印
や
サ

イ
ン
な
ど
は
な
い
が
、
設
計
者
で
あ
る
文
部
技
師
中
條
精
一
郎
本
人
の
直
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
農
学
教
室
以
外
の
設
計
図
面
に

は
ほ
ぼ
全
て
に
「
木
村
長
助
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ド
ラ
フ
ト
マ
ン
（
浄
写
者
）
で
あ
ろ
う
。
農
学
教
室
の
図
面
に
比

較
し
て
、
烏
口
の
エ
ッ
ジ
は
鈍
く
、
着
色
は
あ
る
が
陰
影
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

動
植
物
学
教
室
は
、
工
事
の
途
中
、
二
階
の
廊
下
を
教
室
に
変
更
す
る
指
示
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
建
坪
が
二
坪
削
減
さ
れ
た
。
ま

た
、
正
面
中
央
玄
関
上
に
、
図
４－

２
の
鳥
瞰
図
に
は
な
い
セ
グ
メ
ン
タ
ル
・
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
（
櫛
形
破
風
飾
り
）
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。
背
後
に
附
属
す
る
煉
瓦
造
の
植
物
�
葉
室
内
部
（p.a.023

）
に
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
風
の
植
物
模
様
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
鋳
鉄
製
の
階
段
お
よ
び
手
摺
が
あ
る
。
こ
の
設
計
図
面
（p.a.024,025

）
も
押
印
が
な
く
、
着
色
が
施
さ
れ
た
精
細
な
図
面
で
あ
る
。

中
條
自
身
に
よ
る
描
画
と
考
え
た
い
。

図
書
館
読
書
室
（p.a.030

）
は
、
鳥
瞰
図
と
実
施
と
で
は
様
相
を
大
き
く
異
に
す
る
。
主
棟
の
大
屋
根
が
寄
棟
か
ら
切
妻
と
な
り
、

翼
部
の
寄
棟
屋
根
も
切
妻
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
屋
根
頂
部
の
換
気
塔
が
一
つ
加
え
ら
れ
二
つ
に
な
っ
た
。
他
の
教
室
の
変
更
点

が
細
微
で
あ
る
の
に
比
べ
、
こ
の
建
物
だ
け
は
大
幅
な
設
計
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
、
対
面
す
る
予
定
で
あ
っ
た
大
講
堂
が

実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
講
堂
予
定
地
に
は
一
九
〇
六
年
末
に
水
産
学
教
室
（p.a.032

）
が
建
築
さ
れ
た
。
従
来
、
そ
の
設
計
者
に
つ
い
て
、
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赴
任
経
緯
か
ら
類
推
し
て
文
部
技
手
津
吹
亀
太
郎
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
今
回
、『
札
幌
農
学
校
水
産
学
教
室
新
築
工
事
仕
様
書
』（
事

務
局
施
設
部
蔵
）
中
に
津
吹
の
訂
正
印
が
あ
り
、
津
吹
が
水
産
学
教
室
へ
直
接
的
な
関
与
を
し
て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

第
二
節

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
へ
の
改
組
と
古
河
家
寄
付
事
業

札
幌
農
学
校
は
、
一
九
〇
七
年
六
月
二
十
二
日
、
仙
台
に
置
か
れ
た
東
北
帝
国
大
学
の
一
分
科
大
学
と
し
て
そ
の
組
織
を
改
め
、
名

称
を
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
以
下
、
農
科
大
学
）
と
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
は
日
露
戦
争
後
の
財
政
難
の
た
め
、
農
学
校

の
昇
格
を
含
む
三
大
学
（
札
幌
、
仙
台
、
福
岡
）
の
創
立
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
局
面
を
打
開
し
た
の
が
古
河
虎
之
助
に
よ
る
一

〇
〇
万
円
の
寄
付
金
申
し
入
れ
で
あ
っ
た
。こ
の
背
景
に
時
の
内
務
大
臣
で
あ
り
、古
河
鉱
業
会
社
顧
問
で
あ
っ
た
原
敬
の
存
在
が
あ
っ

た
。
こ
の
と
き
の
古
河
家
か
ら
の
寄
付
の
う
ち
、
建
築
に
か
か
る
費
用
は
総
額
九
八
万
七
七
三
九
円
で
、
農
科
大
学
建
築
費
と
し
て
一

三
万
五
五
一
九
円
が
支
払
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
主
な
施
設
は
竣
工
年
月
日
順
に
、
予
科
及
実
科
教
室
（p.a.050

）、

農
学
科
硝
子
室
（p.a.041,042

）、
農
芸
化
学
教
室
及
土
壌
分
析
室
、
林
学
教
室
（p.a.043,044,049

）、
畜
産
学
教
室
（p.a.047,048

）

で
あ
る
。

こ
の
古
河
家
支
払
事
業
の
工
事
支
払
い
手
続
き
に
関
し
て
、
以
下
、『
明
治
四
十
年

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
建
築
工
事
実
施
手

続
及
工
費
支
払
手
続
通
牒
綴
』（
事
務
局
施
設
部
蔵
）
を
基
礎
資
料
に
述
べ
て
い
く
。

工
事
予
定
金
額
に
つ
い
て
は
文
部
省
が
管
理
を
行
な
っ
て
お
り
、
工
事
以
前
の
測
量
な
ど
に
か
か
る
調
査
費
用
に
つ
い
て
「
測
量
等

其
他
起
工
前
ニ
要
ス
ル
金
額
ハ
本
課
ニ
於
テ
予
測
致
難
中
ニ
付
前
以
テ
所
用
見
込
額
通
報
相
成
致
度
候
」
と
あ
る
。
工
事
の
実
施
手
続

は
、
基
本
的
に
は
文
部
省
管
轄
工
事
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
く
、
入
札
保
証
金
を
必
要
と
し
な
い
点
に
お
い
て
の
み
相
違
す
る
程
度
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で
あ
っ
た
。
た
だ
、「
設
計
変
更
之
義
別
紙
之
通
決
定
相
成
古
河
家
ノ
同
意
ヲ
得
候
」
や
「
違
約
金
ヲ
徴
ス
ル
場
合
ハ
建
築
課
長
及
会

計
課
長
ノ
意
見
ヲ
古
河
家
ニ
通
知
シ
古
河
家
ニ
於
テ
決
定
ス
ベ
キ
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
工
事
代
金
支
払
者
で
あ
る
古
河
家
が
諸
々
の

事
項
に
対
し
て
最
終
的
な
決
定
権
を
持
っ
て
い
た
。
実
施
設
計
に
お
い
て
は
「
実
際
之
ヲ
設
計
ス
ル
ニ
当
リ
学
術
研
究
及
教
授
上
ノ
便

宜
且
ナ
ル
ベ
ク
記
念
ト
ナ
ル
ベ
キ
設
計
ヲ
為
ス
ベ
キ
ニ
付
予
定
総
工
費
ヲ
超
過
セ
ザ
ル
範
囲
ニ
於
テ
多
少
ソ
ノ
構
造
ヲ
変
更
シ
マ
タ
ハ

坪
数
に
増
減
ヲ
生
ズ
ベ
ク
予
メ
承
諾
シ
置
カ
レ
タ
キ
事
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
柔
軟
な
設
計
変
更
が
許
さ
れ
た
ら
し
い
。

古
河
家
支
払
事
業
に
お
い
て
建
設
さ
れ
た
校
舎
の
正
面
中
央
に
「
古
河
家
寄
贈
」
の
文
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
確
認
で
き
た
の
は
予

科
・
林
学
・
畜
産
学
各
教
室
の
三
教
室
の
み
）
の
は
、
こ
の
「
記
念
ト
ナ
ル
ベ
キ
設
計
」
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
の
建
築
費
支
払
い
手
続
き
に
関
し
て
、
古
河
家
寄
付
金
は
第
十
五
銀
行
に
預
け
ら
れ
、
在
京
の
請
負
人
に
対
し
て
は
建
築
課
長

久
留
正
道
自
ら
が
引
き
出
し
て
小
切
手
を
発
行
し
、
東
京
以
外
の
請
負
に
対
し
て
は
出
張
所
長
が
請
負
人
と
建
築
課
長
と
の
間
に
入
り
、

領
収
証
と
為
替
券
を
交
換
す
る
仕
組
み
を
取
っ
て
い
た
。

な
お
、
同
時
期
、
札
幌
区
か
ら
の
一
〇
万
円
の
寄
付
金
を
も
っ
て
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
設
立
費
が
計
上
さ
れ
、
水
産
学
科
関
連

の
諸
施
設
が
建
築
さ
れ
た
。

古
河
家
寄
付
事
業
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
文
部
技
師
新
山
平
四
郎
が
す
べ
て
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
事
業
開

始
当
初
は
、
津
吹
が
い
ま
だ
所
長
心
得
と
し
て
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
津
吹
は
一
九
〇
六
年
六
月
二
十
日
、
札
幌
出
張
所
長
心
得
と
し
て

赴
任
、
翌
年
五
月
一
日
ま
で
在
職
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
建
築
一
件
書
類
中
に
一
九
〇
七
年
七
月
四
日
付
の
文
部
省
か
ら
の
書
簡
が

あ
る
。
新
山
が
所
長
と
し
て
実
際
に
札
幌
に
赴
任
す
る
の
は
、
履
歴
書
で
は
六
月
二
十
一
日
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
後
の
こ

と
で
、
文
部
省
と
の
往
復
文
書
中
に
新
山
の
名
前
を
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
七
月
四
日
で
あ
る
。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
新
山
の
札
幌

赴
任
が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
工
事
契
約
は
予
科
及
実
科
教
室
の
み
指
名
入
札
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。
落
札
者
は
不
明
だ
が
、

こ
の
時
点
で
学
長
佐
藤
昌
介
は
以
前
に
請
負
実
績
の
あ
る
阿
部
幣
治
や
篠
原
要
次
郎
の
提
示
す
る
入
札
額
の
算
定
に
対
し
て
不
信
感
を
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抱
い
て
お
り
、
こ
れ
以
後
の
工
事
は
、
佐
藤
の
推
薦
に
よ
り
新
開
新
太
郎
が
随
意
契
約
を
結
び
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
（『
明
治
四

十
二
年
度

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
林
学
教
室
及
附
属
家
新
築
工
事
書
類
』
事
務
局
施
設
部
蔵
）。
新
開
は
小
樽
の
大
手
請
負
業
者

加
藤
忠
五
郎
が
経
営
す
る
大
虎
の
札
幌
支
店
を
任
さ
れ
て
い
た
が
、
札
幌
農
学
校
時
代
の
請
負
業
者
の
よ
う
な
目
立
っ
た
建
築
請
負
実

績
は
な
い
。
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
一
大
工
事
一
式
を
随
意
契
約
で
請
け
負
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
不
明
な
点
が
多
い
。

一
九
一
一
年
四
月
一
日
、
会
計
課
に
臨
時
建
築
係
が
設
置
さ
れ
る
。
大
学
内
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
独
立
し
た
建
築
組
織
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
組
織
に
は
設
計
業
務
を
委
嘱
さ
れ
た
建
築
技
術
者
は
存
在
し
な
い
。
新
山
平
四
郎
が
一
二
年
十
二
月
に
退
職
し
、
一

七
年
九
月
に
浦
五
十
吉
が
嘱
託
さ
れ
る
ま
で
文
部
大
臣
官
房
建
築
課
札
幌
出
張
所
長
は
不
在
と
な
る
が
、
そ
の
代
役
を
担
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
が
、
請
負
業
者
大
星
鶴
松
・
三
松
の
兄
弟
で
あ
る
。
通
常
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
が
た
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
設
計
を

担
う
建
築
技
術
者
が
不
在
で
あ
る
こ
と
、
仕
様
書
に
札
幌
出
張
所
箋
で
は
な
く
請
負
業
者
で
あ
る
大
星
の
用
箋
を
用
い
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
仕
様
書
が
入
札
以
前
に
書
か
れ
て
お
り
請
負
人
が
仕
様
を
記
載
し
た
工
事
を
入
札
に
か
け
る
こ
と
が
不
自
然
で
あ
る
こ
と
、
仕

様
書
中
の
訂
正
印
が
出
張
所
関
係
者
印
で
は
な
く
大
星
の
印
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
設
計
図
面
に
も
大
星
鶴
松
・
三
松
の
署
名
お
よ
び

押
印
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
星
兄
弟
が
大
学
の
営
繕
組
織
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
、
大
学
営
繕
を
短
期
間
で
は
あ
る
が
代
替
し
て

い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
連
の
工
事
で
学
長
佐
藤
昌
介
か
ら
信
用
を
得
た
大
星
三
松
は
、
佐
藤
か
ら
特
命
で
札
幌

同
窓
会
館
（p.a.056,057

）
の
設
計
・
施
工
を
依
頼
さ
れ
る
。

単
科
大
学
時
代
の
最
後
を
飾
る
よ
う
に
、
否
、
新
た
な
る
総
合
大
学
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
に
あ
た
り
一
九
一
六
年
暮
れ
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
南
端
に
中
央
講
堂
（p.a.053,054

）
が
竣
工
す
る
。
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
な
が
ら
も
、
前
面

を
総
タ
イ
ル
貼
り
と
し
、
開
口
部
周
り
を
幾
何
学
的
に
デ
ザ
イ
ン
処
理
し
、
か
つ
垂
直
性
も
強
調
し
た
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
い

え
る
建
築
で
あ
っ
た
。
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第
三
節

植
物
園
お
よ
び
農
場
の
施
設
整
備

開
拓
使
廃
止
後
の
一
八
八
四
年
、
勧
業
課
所
管
だ
っ
た
博
物
場
お
よ
び
附
属
地
な
ど
一
万
五
千
余
坪
が
札
幌
農
学
校
に
移
管
さ
れ
た

こ
と
に
植
物
園
の
歴
史
は
始
ま
る
。
八
六
年
に
は
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
Ｌ
・
ベ
ー
マ
ー
設
計
の
温
室
（p.a.264

）
が
植
物
園

内
に
移
築
さ
れ
、
一
九
〇
一
年
に
は
中
條
精
一
郎
設
計
に
よ
り
博
物
館
事
務
所
（p.a.266

）
が
建
築
さ
れ
、
一
九
〇
三
年
に
は
温
室
が

増
築
（p.a.265

）
さ
れ
た
。
一
一
年
の
皇
太
子
（
後
の
大
正
天
皇
）
来
園
に
あ
た
っ
て
は
、
門
衛
所
と
正
門
（p.a.267

）
が
新
築
さ
れ

た
。一

方
、
札
幌
育
種
場
か
ら
移
管
さ
れ
た
敷
地
に
あ
っ
た
旧
育
種
場
施
設
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
大
幅
に
増
改
築
を

加
え
、
農
芸
伝
習
科
な
ら
び
に
農
学
校
生
徒
の
農
業
実
習
や
試
験
栽
培
の
場
と
な
っ
た
（p.a.286,287

）。
北
一
条
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
に
伴
い
、
第
二
農
場
と
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
を
挟
ん
で
配
置
し
て
い
た
第
一
農
場
施
設
は
、
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
五
年
に
北
一

一
条
七
丁
目
付
近
（
現
理
学
部
北
側
）
へ
移
転
し
た
（p.a.294,295

）。

第
二
農
場
も
、
第
一
農
場
と
の
機
能
分
化
と
農
場
施
設
拡
充
を
目
的
と
は
い
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
一
九
〇
七
年
の
農
科
大
学
設

置
に
よ
り
第
二
農
場
付
近
に
予
科
教
室
が
建
っ
た
こ
と
、
札
幌
市
街
域
の
鉄
道
以
北
の
拡
張
に
よ
る
火
災
延
焼
の
懸
念
、
さ
ら
に
建
設

後
三
〇
年
以
上
を
経
た
農
場
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
一
九
〇
九
年
か
ら
北
一
八
条
の
現
在
地
へ
移
転
お
よ
び
新

築
工
事
に
と
り
か
か
り
、
一
二
年
に
完
了
し
た
（p.a.317

）。
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